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香
川
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
等
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
等
に
つ
い
て
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保

育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
及
び
香

川
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
香
川
県
条
例
第
六
十
四
号
。
以
下

「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
、
省
令
及
び
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例

に
よ
る
。

（
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
配
置
）

第
三
条

条
例
別
表
第
一
の
一
の
規
定
に
よ
り
置
く
も
の
と
さ
れ
る
職
員
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

子
ど
も
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
数
（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
一
位
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
数
）
を
順
次
合
計
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
た
数
）
以
上
と
す
る
。

一

満
一
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も

当
該
子
ど
も
の
数
を
三
で
除
し
て
得
た
数

二

満
一
歳
以
上
満
三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も

当
該
子
ど
も
の
数
を
六
で
除
し
て
得
た
数

三

短
時
間
利
用
児

当
該
子
ど
も
の
数
を
三
十
五
で
除
し
て
得
た
数

四

長
時
間
利
用
児
の
う
ち
、
満
四
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も

当
該
子
ど
も
の
数
を
二
十
で
除
し
て
得

た
数

五

長
時
間
利
用
児
の
う
ち
、
満
四
歳
以
上
の
子
ど
も

当
該
子
ど
も
の
数
を
三
十
で
除
し
て
得
た
数

（
条
例
別
表
第
二
の
規
則
で
定
め
る
取
組
等
）

第
四
条

条
例
別
表
第
二
の
三
の
規
則
で
定
め
る
取
組
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と

す
る
。

一

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
礎
資

格
を
有
し
、
か
つ
、
幼
稚
園
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
取
得
で
き
る
認
定
課
程
を
有
す
る
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
大
学
、
同
法
第
六
十
九
条
の
二
第

三
項
に
規
定
す
る
短
期
大
学
又
は
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十

六
号
）
第
二
十
七
条
の
指
定
を
受
け
た
教
員
養
成
機
関
に
在
籍
し
て
い
る
場
合

二

教
育
職
員
免
許
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
員
資
格
認
定
試
験
を
受
験
す
る
場
合

三

そ
の
他
前
二
号
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
知
事
が
認
め
る
場
合

２

条
例
別
表
第
二
の
三
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
保
育
士
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
欲
、
適
性
、
能
力
等

を
考
慮
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
学
級
担
任
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
認
定
こ
ど

も
園
が
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
限
度
と
す
る
。

第
五
条

条
例
別
表
第
二
の
四
の
規
則
で
定
め
る
取
組
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
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す
る
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
八
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定

保
育
士
養
成
施
設
に
在
籍
し
て
い
る
場
合

二

児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
士
試
験
を
受
験
す
る
場
合

三

そ
の
他
前
二
号
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
知
事
が
認
め
る
場
合

２

条
例
別
表
第
二
の
四
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
幼
稚
園
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
そ

の
意
欲
、
適
性
、
能
力
等
を
考
慮
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
長
時
間
利
用
児
の
保
育
に
従
事
す

る
職
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
認
定
こ
ど
も
園
が
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
た
日

か
ら
起
算
し
て
六
年
を
限
度
と
す
る
。

（
教
育
及
び
保
育
の
内
容
）

第
六
条

条
例
別
表
第
六
の
二
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

教
育
及
び
保
育
の
基
本
及
び
目
標
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

イ

十
分
に
養
護
の
行
き
届
い
た
環
境
の
下
に
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
の
様
々
な
欲

求
を
適
切
に
満
た
し
、
生
命
の
保
持
及
び
情
緒
の
安
定
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

健
康
か
つ
安
全
で
幸
福
な
生
活
の
た
め
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
及
び
態
度
を
育
て
、
健
全
な
心

身
の
基
礎
を
培
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ハ

人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
人
に
対
す
る
愛
情
及
び
信
頼
感
並
び
に
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
と
と
も
に
、
自
立
及
び
協
同
の
態
度
並
び
に
道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ニ

自
然
等
の
身
近
な
事
象
へ
の
興
味
及
び
関
心
を
育
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
豊
か
な
心
情
及
び
思

考
力
の
芽
生
え
を
培
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ホ

日
常
生
活
の
中
で
、
言
葉
へ
の
興
味
及
び
関
心
を
育
て
、
喜
ん
で
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る

態
度
及
び
豊
か
な
言
葉
の
感
覚
を
養
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

へ

多
様
な
体
験
を
通
じ
て
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
、
創
造
性
を
豊
か
に
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

認
定
こ
ど
も
園
に
固
有
の
事
情
と
し
て
配
慮
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

イ

当
該
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
を
始
め
た
年
齢
の
相
違
に
よ
り
集
団
生
活
の
経
験
年
数
が
異
な
る

子
ど
も
が
い
る
こ
と
に
配
慮
す
る
等
零
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
及
び
保
育
を
子
ど

も
の
発
達
の
連
続
性
を
考
慮
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
。

ロ

子
ど
も
の
一
日
の
生
活
の
連
続
性
及
び
リ
ズ
ム
の
多
様
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の

就
労
状
況
等
の
生
活
様
式
を
反
映
し
た
子
ど
も
の
利
用
時
間
及
び
登
園
日
数
の
相
違
を
踏
ま
え
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
、
教
育
及
び
保
育
の
内
容
に
つ
い
て
工
夫
を
行
う
こ
と
。

ハ

短
時
間
利
用
児
及
び
長
時
間
利
用
児
に
共
通
の
四
時
間
程
度
の
利
用
時
間
（
以
下
「
共
通
利
用

時
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
幼
児
期
の
特
性
を
踏
ま
え
、
環
境
を
通
じ
て
行
う
教
育
活
動
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

ニ

保
護
者
及
び
地
域
の
子
育
て
の
能
力
を
高
め
る
観
点
に
立
っ
て
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
。

三

教
育
及
び
保
育
の
計
画
並
び
に
指
導
計
画
に
つ
い
て
は
、
教
育
及
び
保
育
を
適
切
に
展
開
で
き
る

よ
う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
て
、
教
育
及
び
保
育
に
関
す
る
全
体
的
な
計
画
を
編
成
す
る
と

と
も
に
、
年
、
学
期
、
月
、
週
及
び
日
々
の
指
導
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

イ

短
時
間
利
用
児
及
び
長
時
間
利
用
児
が
い
る
た
め
、
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
り
、
子
ど
も
の

一
日
の
生
活
時
間
に
配
慮
し
、
活
動
と
休
息
、
緊
張
感
と
開
放
感
等
の
調
和
を
図
る
こ
と
。

ロ

共
通
利
用
時
間
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
の
ね
ら
い
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
教
育
要

領
及
び
保
育
所
保
育
指
針
に
基
づ
き
実
施
し
、
指
導
計
画
に
定
め
た
具
体
的
な
ね
ら
い
を
達
成
す

る
こ
と
。

ハ

家
庭
及
び
地
域
に
お
い
て
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
と
か
か
わ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
満
三
歳
以
上
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
同
一
学
年
の
子
ど
も
で
編
制
さ
れ
る
学
級
に
よ

る
集
団
活
動
及
び
満
三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
を
含
む
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
に
よ
る
活
動
を
、

認
定
こ
ど
も
園
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
で
、
子
ど
も
の
発
達
の
状
況
の
相
違
に
も
配
慮
し
つ
つ
適
切
に

組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

ニ

受
験
等
を
目
的
と
し
た
単
な
る
知
識
又
は
特
別
な
技
能
の
早
期
の
獲
得
の
み
を
目
指
す
よ
う
な
、

早
期
教
育
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

四

教
育
及
び
保
育
に
関
す
る
環
境
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

イ

零
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
様
々
な
年
齢
の
子
ど
も
が
利
用
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
発
達
の
特
性

を
踏
ま
え
、
満
三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
特
に
安
全
の
確
保
、
健
康
の
保
持
増
進
及

び
発
達
の
促
進
を
十
分
に
図
る
と
と
も
に
、
満
三
歳
以
上
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
集
団
に
よ
る
活

動
の
充
実
、
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
に
よ
る
交
流
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

ロ

利
用
時
間
が
異
な
る
多
様
な
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
、
家
庭
及
び
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
生
活
の
連
続
性
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の
生
活
が
安
定
す
る
よ
う
一
日
の
生
活
の
リ
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ズ
ム
を
整
え
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
満
三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
に
つ

い
て
は
睡
眠
時
間
等
の
個
人
差
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
満
三
歳
以
上
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
集

中
し
て
遊
ぶ
場
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
く
つ
ろ
ぐ
場
と
の
適
切
な
調
和
等
の
工
夫
を
行
う
こ

と
。

ハ

共
通
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
行
動
の
理
解
と
予
測
に
基
づ
き
計
画
的
に

環
境
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
集
団
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
自
己
を
発
揮
し
、
子
ど
も
同
士
の

学
び
合
い
が
深
ま
り
広
が
る
よ
う
に
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
か
か
わ
り
を
工
夫
す
る

こ
と
。

ニ

教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
が
子
ど
も
に
と
っ
て
重
要
な
環
境
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
子
ど
も
と
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
と
の
信
頼
関
係
を
十
分
に
築
き
、
子
ど

も
と
共
に
よ
り
良
い
教
育
及
び
保
育
の
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
。

五

日
々
の
教
育
及
び
保
育
の
指
導
に
お
け
る
留
意
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

イ

零
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
発
達
の
連
続
性
を
十
分
理
解
し
、
生
活
及
び
遊
び
を
通
じ

て
総
合
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

ロ

子
ど
も
の
発
達
の
個
人
差
、
施
設
の
利
用
を
始
め
た
年
齢
の
相
違
等
に
よ
る
集
団
生
活
の
経
験

年
数
の
差
、
家
庭
環
境
の
相
違
等
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。

�

子
ど
も
一
人
一
人
の
発
達
の
特
性
及
び
課
題

�

満
三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
大
人
へ
の
依
存
度
が
極
め
て
高
い
等
の
特
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

�

子
ど
も
の
集
団
生
活
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
家
庭
と
の
連
携
及
び
協
力

ハ

一
日
の
生
活
の
リ
ズ
ム
及
び
利
用
時
間
が
異
な
る
子
ど
も
が
一
つ
の
施
設
で
過
ご
す
こ
と
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
に
不
安
や
動
揺
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
等
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

ニ

共
通
利
用
時
間
に
お
い
て
は
、
同
年
代
の
子
ど
も
と
の
集
団
生
活
の
中
で
遊
び
を
中
心
と
す
る

子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
を
通
じ
て
発
達
を
促
す
経
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
環
境
の
構
成
、
教

育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
指
導
等
を
工
夫
す
る
こ
と
。

ホ

乳
幼
児
期
の
食
事
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育
及
び
発
達
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
を
促
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
状
態
に
応
じ

た
摂
取
法
及
び
摂
取
量
の
ほ
か
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
へ
の
適
切
な
対
応
に
配
慮
す
る
こ
と
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
利
用
時
間
の
相
違
に
よ
り
食
事
を
と
る
子
ど
も
と
と
ら
な
い
子
ど
も
が
い
る

こ
と
に
も
配
慮
す
る
こ
と
。

ヘ

楽
し
く
食
べ
る
経
験
や
食
に
関
す
る
様
々
な
体
験
活
動
等
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
食
事
を
す
る

こ
と
へ
の
興
味
及
び
関
心
を
高
め
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
食
育
に
取
り

組
む
こ
と
。

ト

午
睡
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
眠
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
利
用
時
間
に
相
違
が
あ
る
こ
と
及
び
睡
眠
時
間
は
子
ど

も
の
発
達
の
状
況
や
個
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
律
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ

と
。

チ

子
ど
も
の
健
康
状
態
、
発
達
の
状
況
、
家
庭
環
境
等
か
ら
特
別
に
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
に
つ

い
て
、
一
人
一
人
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
専
門
機
関
と
の
連
携
を
含
め
、
適
切
な
環
境
の
下

で
健
や
か
な
発
達
が
図
ら
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

リ

家
庭
と
認
定
こ
ど
も
園
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め

に
、
日
々
の
子
ど
も
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
と
認
定
こ
ど
も
園
と
で
日
常

の
子
ど
も
の
様
子
を
適
切
に
伝
え
合
い
、
十
分
な
説
明
に
努
め
る
等
日
常
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
間
の
連
絡
及
び
協
力
の
体
制
を
築
き
、

家
庭
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ヌ

教
育
及
び
保
育
活
動
に
対
す
る
保
護
者
の
積
極
的
な
参
加
は
、
保
護
者
の
子
育
て
の
能
力
の
向

上
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
に
お
け
る
家
庭
及
び
住
民
の
子
育
て
の
能
力
の
向
上
及

び
子
育
て
の
経
験
の
継
承
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
促
す
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

保
護
者
の
生
活
様
式
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
保
護
者
の
相
互
理
解
が
深
ま
る
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
。

六

小
学
校
教
育
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

イ

子
ど
も
の
発
達
及
び
学
び
の
連
続
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
移
行

に
向
け
た
教
育
及
び
保
育
の
内
容
の
工
夫
を
図
り
、
連
携
を
通
じ
た
そ
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

ロ

小
学
校
教
育
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、
地
域
の
小
学
校
等
と
の
交
流
活
動
及
び
合
同
の
研
修
の

実
施
等
を
通
じ
、
認
定
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
及
び
小
学
校
等
の
児
童
並
び
に
認
定
こ
ど
も
園
の
職

員
及
び
小
学
校
等
の
職
員
同
士
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

ハ

す
べ
て
の
子
ど
も
に
つ
い
て
指
導
要
録
の
抄
本
、
写
し
等
の
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
の

資
料
の
送
付
に
よ
り
連
携
す
る
等
、
教
育
委
員
会
、
小
学
校
等
と
の
積
極
的
な
情
報
の
共
有
と
相
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互
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

（
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
運
営
の
工
夫
）

第
七
条

条
例
別
表
第
七
の
一
ロ
の
規
定
に
よ
る
運
営
の
工
夫
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
た
も
の

と
す
る
。

一

午
睡
の
時
間
又
は
子
ど
も
の
登
園
し
な
い
日
の
活
用
及
び
職
員
の
配
置

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず
る
と
知
事
が
認
め
る
も
の

（
子
育
て
支
援
事
業
）

第
八
条

条
例
別
表
第
八
の
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

二

省
令
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

三

省
令
第
二
条
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
市
町
、
子
育
て
を
支
援

す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
い
う
。
）
等
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。

（
情
報
の
提
供
）

第
九
条

条
例
別
表
第
九
の
三
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

職
員
の
数
（
幼
稚
園
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
、
保
育
士
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
併
有
す
る
者
、
保

健
師
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
保
健

師
を
い
う
。
）
、
看
護
師
（
同
法
第
五
条
に
規
定
す
る
看
護
師
を
い
う
。
）
、
栄
養
士
及
び
そ
の
他

職
員
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。
）

二

開
園
日
及
び
開
園
時
間

三

入
園
す
る
子
ど
も
の
選
考
方
法

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の

（
教
育
保
育
概
要
）

第
十
条

法
第
六
条
第
一
項
の
教
育
保
育
概
要
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

省
令
第
四
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

二

子
ど
も
の
一
日
の
活
動
内
容

三

利
用
料
の
額

四

職
員
の
配
置
、
学
級
の
数
そ
の
他
の
施
設
の
概
要

（
認
定
の
申
請
）

第
十
一
条

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
認
定
こ
ど
も
園
認
定
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
有
効
期
間
及
び
期
間
の
更
新
）

第
十
二
条

法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
効
期
間
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て

四
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
と
す
る
。

２

法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
認
定
こ
ど
も
園
認
定
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
第
二
号

様
式
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
届
出
）

第
十
三
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
か
ら
起
算
し
て

三
十
日
前
ま
で
に
、
認
定
こ
ど
も
園
変
更
届
出
書
（
第
三
号
様
式
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
十
四
条

省
令
第
六
条
第
一
号
の
知
事
が
定
め
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
数
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
同
条
第
二
号
ロ
�
に
該
当

す
る
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園

当
該
認
定
こ
ど
も
園
を
構
成
す
る
幼
稚
園
の
収
容
定
員
に
百
分
の

五
を
乗
じ
て
得
た
数

二

条
例
第
二
条
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園

当
該
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
幼

稚
園
の
収
容
定
員
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
数

三

条
例
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
地
方
裁
量
型
認
定
こ
ど
も
園

当
該
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
認

可
外
保
育
施
設
の
入
所
定
員
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
数

２

省
令
第
六
条
第
二
号
の
知
事
が
定
め
る
も
の
は
、
子
ど
も
の
一
日
の
活
動
内
容
と
す
る
。

（
運
営
状
況
の
報
告
）

第
十
五
条

法
第
八
条
第
一
項
に
よ
る
報
告
は
、
認
定
こ
ど
も
園
運
営
状
況
報
告
書
（
第
四
号
様
式
）
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

省
令
第
七
条
の
知
事
の
定
め
る
日
は
、
毎
年
六
月
三
十
日
と
す
る
。

３

省
令
第
七
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
十
六
条

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
は
、
認
定
こ
ど
も
園
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
廃
止
し
よ
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う
と
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
前
ま
で
に
、
認
定
こ
ど
も
園
廃
止
届
出
書
（
第
五
号
様
式
）
に
よ

り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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第１号様式（第１１条関係）

認定こども園認定申請書

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 住所

氏名 �
（法人又は団体にあっては、主たる事務所の所在地並び

に名称及び代表者の氏名）

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第３条
第１項
第２項

の認定を

受けたいので、関係書類を添えて申請します。

備考

１ 認定を受ける施設の別の欄は、該当するものに○印をしてください。なお、幼保連携施設の設置

者が申請を行うときは、幼稚園及び保育所又は認可外保育施設に○印をしてください。

２ 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行規則第２条各号に

掲げる子育て支援事業のうち認定こども園が実施するものの欄は、当該申請に係る認定こども園に

おいて実施するものの番号に○印をしてください。

３ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

４ 申請に係る施設が認定こども園の認定の要件に適合していることを証する書類その他の知事が別

に定める書類を添付してください。

児童福祉法第３９条第１項に規定する
乳児又は幼児以外の子どもの数

人

人

幼稚園 ・ 保育所 ・ 認可外保育施設

実施頻度

日／週・月

日／週・月

日／週・月

日／週・月

日／週・月

年 月 日

事業区分

１ 第２条第１号の事業

２ 第２条第２号の事業

３ 第２条第３号の事業

４ 第２条第４号の事業

５ 第２条第５号の事業

児童福祉法第３９条第１項に規定する
乳児又は幼児の数

人

人

名 称

所在地

満３歳以上

満３歳未満

認定を受ける施設の別
認定こども園の名称
認定こども園の長となるべ
き者の氏名

目 標

主な内容

就学前の子どもに関する教
育、保育等の総合的な提供
の推進に関する法律施行規
則第２条各号に掲げる子育
て支援事業のうち認定こど
も園が実施するもの

認定こども園に係る事業の
開始予定年月日

施設の名称及
び所在地

施設において
保育する乳児
若しくは幼児
又は子どもの
数

教育及び保育
の目標及び主
な内容

（日本工業規格Ａ列４番） 香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

六



第２号様式（第１２条関係）

認定こども園認定有効期間更新申請書

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 住所

氏名 �
（法人又は団体にあっては、主たる事務所の所在地並び

に名称及び代表者の氏名）

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第５条第２項の規定によ

り、次の認定こども園に係る認定の有効期間の更新を申請します。

備考

１ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

２ 知事が別に定める書類を添付してください。

名 称

所在地

認定こども園の名称

施設の名称
及び所在地

（日本工業規格Ａ列４番）香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

七



第３号様式（第１３条関係）

認定こども園変更届出書

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 住所

氏名 �
（法人又は団体にあっては、主たる事務所の所在地並び

に名称及び代表者の氏名）

次のとおり変更したいので、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法

律第７条第１項の規定により、届け出ます。

備考

１ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

２ 変更しようとする事項について、当該事項が変更後において認定こども園の認定の要件に適合す

ることを証する書類を添付してください。

変更年月日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

変更後変更前

名 称

所在地

変更しようとする事項

認定こども
園の名称及
び所在地

（日本工業規格Ａ列４番） 香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

八



第４号様式（第１５条関係）

認定こども園運営状況報告書

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 住所

氏名 �
（法人又は団体にあっては、主たる事務所の所在地並び

に名称及び代表者の氏名）

認定こども園の運営の状況について、次のとおり報告します。

備考

１ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

２ 知事が別に定める書類を添付してください。

児童福祉法第３９条第１項に規定する
乳児又は幼児以外の子どもの数

人

人

児童福祉法第３９条第１項に規定する
乳児又は幼児の数

人

人

名 称

所在地

満３歳以上

満３歳未満

認定こども
園の名称及
び所在地

報告年月日の
前日において
保育している
乳児若しくは
幼児又は子ど
もの数

（日本工業規格Ａ列４番）香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

九



第５号様式（第１６条関係）

認定こども園廃止届出書

年 月 日

香川県知事 殿

届出者 住所

氏名 �
（法人又は団体にあっては、主たる事務所の所在地並び

に名称及び代表者の氏名）

次のとおり認定こども園を廃止したいので、届け出ます。

備考 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

年 月 日

名 称

所在地

認 定 こ ど も 園 の 名 称

廃 止 予 定 年 月 日

廃 止 の 理 由

認定こども園を利用してい

る子どもの処遇

施設の名称及び所在地

（日本工業規格Ａ列４番） 香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
〇



香
川
県
中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
九
十
七
号

香
川
県
中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
香
川
県
規
則
第
四
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
認
定
特
定
事
業
計
画
又
は
認
定
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
」
を
「

認
定
特
定
民
間
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
計
画
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
出
先
機
関
事
務
決
裁
規
則
及
び
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
九
十
八
号

香
川
県
出
先
機
関
事
務
決
裁
規
則
及
び
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
香
川
県
出
先
機
関
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

香
川
県
出
先
機
関
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
香
川
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
四
の
九
の
表
十
の
項
第
三
号
中
「
療
養
病
床
」
を
「
病
床
」
に
改
め
る
。

（
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
香
川
県
規
則
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
三
号
イ
中
「
診
療
所
療
養
病
床
設
置
許
可
申
請
書
」
を
「
診
療
所
病
床
設
置
許
可
申
請
書
」

に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
療
養
病
床
数
」
を
「
病
床
数
」
に
、
「
診
療
所
療
養
病
床
設
置
許
可
事

項
変
更
許
可
申
請
書
」
を
「
診
療
所
病
床
設
置
許
可
事
項
変
更
許
可
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号

中
「
診
療
所
療
養
病
床
設
置
許
可
事
項
変
更
届
出
書
」
を
「
診
療
所
病
床
設
置
許
可
事
項
変
更
届
出
書
」

に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
か
ら
第
十
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
一



第８号様式（第２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

（表面）

診療所病床設置許可申請書

年 月 日

香川県知事 殿

開設者 住 所

氏 名 �
法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名

電話番号

診療所に病床を設置したいので、医療法第７条第３項の許可を申請します。

年 月

一 般 病 床 数

病床数

床

床

床

床

床

現在の従業者の実員

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

病床の種別

療 養 病 床 数

＜ ＞

療養病床設置後

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

病床数

床

床

床

床

床

総 病 床 数

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

療養病床設置前

病床の種別

名 称

所 在 地

設 置 予 定 年 月

病 床 数

病床の種別及び各病室
の病床数

医 師

看 護 師

准 看 護 師

看 護 補 助 者

そ の 他

計

従

業

者

の

定

員

�
�
��

	
�
�


香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
二



（裏面）

備考 １ この申請が一般病床のみに係るものの場合は、従業者の定員及び施設の構造設備の概要の欄

は記載を要しません。

２ 療養病床数については、療養病床に係る病室のうち床面積又は隣接する廊下の幅について医

療法施行規則等の一部を改正する省令（平成１３年厚生労働省令第８号）附則第７条又は第８条

の適用を受けるものがあるときは、＜ ＞内にその病室の病床数を内数で記載してくださ

い。

３ 従業者の定員については、（ ）内に療養病床に入院している患者を担当するための看護

師、准看護師及び看護補助者の員数を内数で記載してください。

４ 欄内に記載事項のすべてを記載することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記

載し、別紙を添付してください。

５ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

６ 建物の平面図（各室の用途を示し、各病室の病室番号、病床数、病床種別並びに床面積及び
のり

隣接する廊下の幅（内法により測定したもの）を明示したもの）を添付してください。

（主な器械又は器具）

専用 ・ 共用 （該当するものに○をしてください。）

機 能 訓 練 室

談 話 室

食 堂

浴 室

施

設

の

構

造

設

備

の

概

要

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
三



第９号様式（第２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

（表面）

診療所病床設置許可事項変更許可申請書（病床数の増加に関するもの）

年 月 日

香川県知事 殿

開設者 住 所

氏 名 �
法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名

診療所の病床設置許可事項の変更をしたいので、医療法第７条第３項の許可を申請します。

年 月 日

年 月

変 更 後

一般病床数

変 更 後

病床数

床

床

床

床

床

床

床

床

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

号室

号室

計

療養病床数

＜ ＞

病床の種別

変 更 前

一般病床数

変 更 前

病床数

床

床

床

床

床

床

床

床

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

号室

号室

計

療養病床数

＜ ＞

病床の種別

名 称

所 在 地

病 床 設 置 許 可

年 月 日

変 更 予 定 年 月

病 床 数

病床の種別及び各病室
の病床数

�
�
��

	
�
�


香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
四



（裏面）

備考 １ この申請に係る許可により一般病床のみを有することとなる場合は、従業者の定員及び施設

の構造設備の概要の欄は記載を要しません。

２ 療養病床数については、療養病床に係る病室のうち床面積又は隣接する廊下の幅について医

療法施行規則等の一部を改正する省令（平成１３年厚生労働省令第８号）附則第７条又は第８条

の適用を受けるものがあるときは、＜ ＞内にその病室の病床数を内数で記載してください。

３ 従業者の定員については、（ ）内に療養病床に入院している患者を担当するための看護

師、准看護師及び看護補助者の員数を内数で記載してください。

４ 欄内に記載事項のすべてを記載することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記

載し、別紙を添付してください。

５ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

６ 従業者の定員の変更以外の変更の場合は、変更内容の分かる平面図を添付してください。

現在の従業者の実員

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

変 更 内 容

変 更 後

変 更 後

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

変 更 前

変 更 前

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

医 師

看 護 師

准 看 護 師

看 護 補 助 者

そ の 他

計

施 設 名

機 能 訓 練 室

談 話 室

食 堂

浴 室

変 更 の 理 由

従

業

者

の

定

員

施

設

の

構

造

設

備

の

概

要

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
五



第１０号様式（第２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

（表面）

診療所病床設置許可事項変更許可申請書（病床数の増加に関するもの以外のもの）

年 月 日

香川県 保健所長 殿

開設者 住 所

氏 名 �
法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名

診療所の病床設置許可事項の変更をしたいので、医療法第７条第３項の許可を申請します。

年 月 日

年 月

変 更 後

病床数

床

床

床

床

床

床

床

床

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

号室

号室

計

病床の種別

変 更 前

病床数

床

床

床

床

床

床

床

床

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

号室

号室

計

病床の種別

名 称

所 在 地

病 床 設 置 許 可

年 月 日

変 更 予 定 年 月

病床の種別及び各病室
の病床数

�
�
��

	
�
�


香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
六



（裏面）

備考 １ この申請に係る許可により一般病床のみを有することとなる場合は、従業者の定員及び施設

の構造設備の概要の欄は記載を要しません。

２ 従業者の定員については、（ ）内に療養病床に入院している患者を担当するための看護

師、准看護師及び看護補助者の員数を内数で記載してください。

３ 欄内に記載事項のすべてを記載することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記

載し、別紙を添付してください。

４ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

５ 従業者の定員の変更以外の変更の場合は、変更内容の分かる平面図を添付してください。

現在の従業者の実員

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

変 更 内 容

変 更 後

変 更 後

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

変 更 前

変 更 前

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

医 師

看 護 師

准 看 護 師

看 護 補 助 者

そ の 他

計

施 設 名

機 能 訓 練 室

談 話 室

食 堂

浴 室

変 更 の 理 由

従

業

者

の

定

員

施

設

の

構

造

設

備

の

概

要

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
七



第
十
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

（
号
外
二
）

一
八



第１４号様式（第２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

診療所病床設置許可事項変更届出書

年 月 日

香川県 保健所長 殿

開設者 住 所

氏 名 �
法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名

診療所の病床設置許可事項を変更したので、医療法施行令第４条第２項の規定により届け出ます。

備考 １ 療養病床数については、療養病床に係る病室のうち床面積又は隣接する廊下の幅について医

療法施行規則等の一部を改正する省令（平成１３年厚生労働省令第８号）附則第７条又は第８条

の適用を受けるものがあるときは、＜ ＞内にその病室の病床数を内数で記載してください。

２ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

３ 変更を生じた日から１０日以内に届け出てください。

年 月 日

年 月 日

変 更 後

一般病床数

変 更 後

病床数

床

床

床

床

床

床

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

計

療養病床数

＜ ＞

病床の種別

変 更 前

一般病床数

変 更 前

病床数

床

床

床

床

床

床

病室番号

号室

号室

号室

号室

号室

計

療養病床数

＜ ＞

病床の種別

名 称

所 在 地

病 床 設 置 許 可

年 月 日

変 更 年 月 日

病 床 数

病床の種別及び各病室
の病床数

変 更 の 理 由

�
�
��

	
�
�
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古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
九
十
九
号

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る
規
則

（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
八
の
項
ロ
中
「
療
養
病
床
」
を
「
病
床
」
に
改
め
、
同
表
十
三
の
項
中
「
臨
床
検
査
技
師
、

衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
、

同
項
イ
中
「
第
三
条
」
を
「
第
一
条
」
に
改
め
、
同
項
ロ
中
「
第
三
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一

項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
一
条
、
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条

第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
ハ
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
ニ
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
ホ
中
「
第
八
条
第
五
項
及
び
第
九

条
」
を
「
第
六
条
第
五
項
及
び
第
七
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
十
三
の
項
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http : //www.pref.kagawa.jp/
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成
十
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年
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日
印
刷
発
行

印
刷
発
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所
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（
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八
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二
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十
二
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（
号
外
二
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